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はれるハワイより竹内氏を招聘したき旨申込んで来た。同氏は医専を出たのみで別に学位をもたぬ
一開業医でありながら、既に大正八年以来七回に亘り各医科大学及び各地の医学界に治癒の実例を
発表して学界にセンセーションを起したことあり、ハワイよりの今回の招聘は日本の癩病予防方面
の世界的進出として注目されている。」15）
1932年に明石楽生病院（分院）の方は、後述の『東雲は瞬く』に描写されているよう
に大野悦子らによる悪戦苦闘の経営努力にもかかわらず閉鎖を余儀なくされ、患者は長島
愛生園に移ったが、福岡楽生病院（本院）の方は、十坪住宅運動（強制隔離）が強まって
いく1933年の段階でも健在であった。「婦人公論」18巻５号（1933.５）は、「忘れたや
うに癩病を癒した父と私」（新田とみ）を掲載し、新田により福岡楽生病院附属希楽園（姪
浜）での入院治療生活と全快の様子（写真入）が紹介され、「私は今癩は不治に非ずと信
じる様になりました」と書き記した。新田の手記に続いて、野木　太の「天刑病者への太
陽－癩は不治に非ず－」が掲載され、「竹内液」創製の経緯やその効能等が詳述しないが
丁寧に紹介されている。
この「婦人公論」の記事に対し、日本ＭＴＬは同機関誌第28号（1933.６）において、
「大風子生」（＝塩沼英之助）の署名で「某婦人雑誌の『癩病を癒した話』」と題して、過
大な治療効果の宣伝を批判している。このことは、竹内と福岡楽生病院が、隔離主義運動
（十坪住宅運動）が本格化していく時代状況の中にあっても、無視できない異端の存在と
してマークされ続けていたことを示すとともに、「癩病」をめぐって不治か治癒可能かと
いう根本的な問いへの答えを出す議論の必要性を高める役割を果たしたといえる。その表
れが、1933年11月の第６回日本癩学会（11.４～５）を好機として、日本ＭＴＬの主催
で開催された「癩学会懇談会」（11.５）であり、詳述しないがそこでの「癩治療薬問答」
であった16）。
５．賀川豊彦の小説『東雲は瞬く』と楽生病院
上述の「婦人公論」（1933年５月号）に対する塩沼の批判が「日本ＭＴＬ」第28号に
掲載されたと同じ1933年６月に出版されたのが、賀川豊彦（日本ＭＴＬ理事）の小説『東
雲は瞬く』である。この小説の主人公である橋本明子のモデルは、周知のように明石の「癩
病院」で患者のために献身的に働く大野悦子であり、舞台の中心は明石楽生病院である。
そこには、1933年時点での賀川豊彦の「救癩」観が集約的に表現されているといえる。
そこで、ここでは『東雲は瞬く』を手がかりに賀川の「救癩」観と竹内勅（楽生病院）の
位置づけ・評価の特徴を検討していく。
⑴ 小説『東雲は瞬く』の構想の前提
まず、『東雲は瞬く』の出版に至るまでの賀川の主なハンセン病関係著作には、①「Ｍ
ＴＬと新約運動」『日本ＭＴＬ』第３輯（1927年２月）、②「社会問題として見たる癩病
絶滅運動」『雲の柱』第６巻第３号（1927年３月）、③「癩病の友ダミエンを憶ふ」『雲
の柱』第８巻第７号（1929年７月）、④「長編小説・東雲は瞬く」『主婦の友』第14巻第
８号～第15巻第７号（1930年８月～1931年７月：連載12回）、⑤「一粒の麦」『日本Ｍ
ＴＬ』第21～22号（1932年11～12月）、⑥「松澤村漫語」『日本ＭＴＬ』第25号（1933 
年３月）、⑦『東雲は瞬く』実業之日本社（1933年６月）→『賀川豊彦全集　第16巻』
所収（以下、『全集16』と記述）、などがある。
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次に、『東雲は瞬く』刊行までの賀川のハンセン病問題に関係する活動を整理したのが、
表２である。表２より、『東雲は瞬く』の構想の前提となる賀川の「救癩」体験は、結局
のところ光田の考え方とその影響下にある人物（三上千代ら）・病院（全生病院他）・施設
（鈴蘭園ほか）との関わりが基礎になっていることが確認できる。
⑵『東雲は瞬く』の特徴
次に、『東雲は瞬く』の特徴を整理すると、下記のようにまとめられる。
第一に、本書は、「主婦之友」に12回連載された部分（＝前半部：『全集16』298～
405頁）と連載後に続編として執筆された部分（＝後半部：『全集16』405～487頁、以
下頁数のみ記載）の大きくに二つに分けて捉えることができる。後半部は、表２（1933.
２.15）に記しているように、1933年に入って書き上げられたと判断される。
32
表２　賀川豊彦とハンセン病問題の関係史年表（『東雲は瞬く』発行まで）
年月日
1925.12.29
1926.1.27
1926.7.2
　～ 7.23
1926.8.6
～ 8.31
1926.11.9
1927.1.26
1927.5.26
1927.5
1929.4.5
1929.11.27
1930.2.10
1930.8 ～
1931.7
1932.7.3
1932.7.19
1932.10.22
1933.2.15
1933.4
1933.6.20
具　体　的　活　動 出　典
賀川豊彦、全生病院を初めて訪問、光田健輔と三上千代に面会・懇談
東京ＹＭＣＡ会館の講演会で、小林正金「日本ＭＴＬ」、賀川豊彦「残された
仕事」、光田健輔「癩救療の国家的急務」を講演。
視力回復・伝道のため、７月２日に東京を立ち、草津の鈴蘭園（三上千代子宅）
に３週間逗留・静養。鈴蘭園やコンウォール・リーの「救癩」事業を視察（７
月24日大阪へ）。
再び、眼の療養とレプラ研究のため草津へ転地。「癩自由療養村」の人々と懇
意になる。８月28日より４日間の日程で、日本ＭＴＬの同志（遊佐敏彦夫妻、
鶴見欣次郎、鈴木洵、清水廉、広畑隣助の５名）が視察に訪れ、レプラ患者専
門の宿屋である浜名館・太平館で講演会を開催する。
日本ＭＴＬ静岡支部の事業援助のため、其枝教会主催で、賀川豊彦講演会が開
催される。賀川は、「社会改造の理論と実際」「イエスと人間愛の内容」と題し
て２回講演する。
「癩病絶滅講演会」（＝日本ＭＴＬ大阪支部講演会）を、大阪土佐堀キリスト
教青年会館で開催。講師は、賀川豊彦の他に、中川大阪府知事、光田健輔、村
田正太、牧野虎次など。賀川は、「社会問題として見たる癩病絶滅運動」と題
して講演（「雲の柱」第６巻３号に掲載）。
無料施療患者の増加で経営が立ち行かなくなった明石の「癩病病院」（＝明石
楽生病院）の社団法人化を（法人化後は、「叢生病院」と改称の予定で）援助
する。
草津・鈴蘭村の三上千代子女史後援会を起す。
大阪社会事業聯盟主催の「癩講演会」において、光田健輔、オルトマンス、山
田準次郎と共に講演。賀川は、「使徒ダミアン師を憶ふ」と題して講演（「雲の
柱」第８巻７号に「癩病の友ダミアンを憶ふ」と改題して掲載）。
日本ＭＴＬ主催の「癩問題講演会」（於・東京基督教女子青年会館）で講演
関東学院社会事業部主催の鈴蘭園後援映画会（於・関東学院）の宣伝のため、
賀川豊彦の紹介状として「レプラに悩む人々の善き友、優しき姉、親切なる看
護者として、上州草津の鈴蘭村に、健気にもその一生を捧げて居られる三上千
代子女史を応援せられよ」と書く。
「主婦之友」８月号より、宗教小説として「東雲は瞬く」の連載開始（1931
年７月号まで12回連載）
７年振りに、全生病院を訪問し、重病室全部を院長の案内で慰問。礼拝堂で「人
生の三種の神器」と題して講演。
長島の愛生園を訪問、光田園長の案内で約３時間かけて島内を視察し、「荒浜
の磯の小石に腰おろし　ひとになつける犬を語りぬ」と詠む。
療養所拡張運動後援のため、青山会館において「一粒の麦の夕」が開催され、
賀川豊彦、「一粒の麦に就て」と題して講演（入場者約2000名）。同夕の売上・
寄付総金額1320円の中から、患者ホーム（十坪住宅）建設のために長島愛生
園に465円、全生病院と鈴蘭園に各100円を寄付。
松澤教会でのＭＴＬのための祈会で、「私は今『東雲は瞬く』という『主婦の友』
に連載した小説を書きつづけている」と述べる。
「癩問題」の小説『東雲は瞬く』の校正を完了
『東雲は瞬く』を実業之日本社より出版
全集 24（50-51）
「日本ＭＴＬ」第１号
（7）
全集24（64-65，594）
全集24（66,594)，『鈴
蘭村』(84)，「日本Ｍ
ＴＬ」第３号（8）
「日本ＭＴＬ」第３号
（8）
「日本ＭＴＬ」第３号
（8），「大阪朝日新聞」
第 16226 号（9）
全集 24（81-82)
全集 24（596)
「日本ＭＴＬ」第７輯
（9）
「日本ＭＴＬ」第７輯
（5）
「日本ＭＴＬ」第８輯
（7）
全集 24（121,125)
「日本ＭＴＬ」第 19輯
（4）
全集24（149-150)，『長
島開拓』(160）
「日本ＭＴＬ」第21（8），
第 23 号（8）
「日本ＭＴＬ」第 25号
（7）
全集 24（163)
全集 24（603)
注）「出典」欄の「全集24」とは、『賀川豊彦全集』第24巻を意味し、（　）内の数字は頁数である。
第二に、前半最後の「太陽は昇る」も、後半最後の「島の曙」も、ともに離島（前半は
豊島、後半は長島）へのハンセン病患者の隔離収容による理想郷の建設を推進しようとし
ており、離島隔離を是としていることである。
第三に、福岡楽生病院（竹内勅）との関係で言えば、世界的大発見の「癩病」治療薬で、
大儲けを夢見ている架空の医師（＝秋元行輝）が、架空とは言え、「楽生医院」（306頁）
という名を３回使用することで、暗に「楽生病院」の竹内勅を想像させ、秋元と同類の大
儲けをたくらむ罪深い医師として描かれていることである。
第四に、注目すべきこととして、「癩病」の治癒可能性を一定認めていることである。
具体的に例示すれば、①「癩病はそう悲観する病気ぢゃないんだぞ！」と「猫いらず」で
自殺未遂の井上に、矢野医師をして言わしめていること（430頁）、②「たとえ、病気に
かかっているにしても、大楓子油があれば、初期の病気は大丈夫だ」（477頁）、③「レプ
ラが治らないという道理がない」（478頁）、などである。
第五に、希望社とその「癩病運動」に対する評価・態度で言えば、その「偽善的行為」
を批判をしつつも、肯定していることである。具体的には、実在の後藤静香（希望社社長）
をモデルに、江上忠夫（有隣社社長）なる人物を「罵られる紳士」として登場させ、「癩
病患者をだしに使って、全国の清浄無垢な青年男女の浄財を捲き上げるっていうのは少し
酷いですよ」（425頁）と、江上（＝後藤）を批判的に描写していること、しかし後で「有
隣社の社長の悪口をあんなにいふんじゃなかったかなア」（431頁）と見直し・訂正して
いることに現れている。
賀川と竹内の関係（面識の有無等）は不明であるが、結局、賀川は、分院の明石楽生病
院と大野悦子については伝道小説のモデルとして直接体験等に基づき詳細に描写している
が、本院の福岡楽生病院とその院長・竹内勅及び看護婦・荻原水登の存在については知っ
てか知らずか描くこともなく、実名で登場させる光田健輔には賛辞を贈る一方で、「楽生
医院」（→「楽生病院」を読者に想起させる）に対しては大儲けをたくらむ悪徳医師の病
院として描き、きわめて否定的なイメージを読者に与えているといえる。
６．まとめと今後の課題
本研究では、従来の日本ハンセン病問題史研究においてほとんど無視されてきた竹内勅
と楽生病院（福岡）に関係する事実を掘り起こし、その果たした役割の一端を実証的に解
明してきた。「癩は不治に非ず」という竹内の主張・信念と福岡楽生病院における「癩病」
治療実績は、竹内の秘密主義も災いして、当時の隔離主義を推進する光田健輔中心のハン
セン病医療界から表面上はほとんど無視された観があるが、少なくとも1910年前後から
1935年（それ以降については目下不明）に至る期間、有料病院（高額）ではあったが堅
実な病院経営と「癩病」治療を一貫して継続し、折に触れて新聞報道や婦人雑誌で取り上
げられ、貞明皇后の「御沙汰」による表彰者にも選ばれるなど、その存在は、民間におけ
る治療解放主義の系譜の中心線を形成していたことが確認できた。また、福岡楽生病院（本
院）の分院として発足した明石楽生病院と同病院看護婦・大野悦子をモデルとする賀川豊
彦の伝道目的の小説『東雲は瞬く』は、本院の福岡楽生病院が目指した治療解放主義の医
療・看護の営為を無視し、その批判を内包するとともに、光田の離島隔離主義を容認・支
持することを意図して構想・叙述されていたことも明らかとなった。別言すれば、『東雲
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は瞬く』は、賀川（日本ＭＴＬ）の立場が、治療主義を一定評価・肯定しつつも、隔離主
義を基本的に容認・推進すること（→十坪住宅運動・無癩県運動への協力）を是とするこ
とを広く読者（国民）に指し示す役割を果たしたといえる。
治療解放主義の系譜に関する今後の課題は、①竹内勅・荻原水登と福岡楽生病院に関す
るさらなる実証的解明、②青木大勇（長崎皮膚科病院長）の「癩病」治療研究・実践と隔
離主義に対する批判・改善意見の検討、③大島療養所・九州療養所等が提起・推進した軽
快患者の退所の取り組みの解明、等である。
〈註〉
１）筆者のこれまでの研究成果は、①拙稿（2009a）：1920年代の台湾におけるハンセン病問題に関
する研究「研究論文集―教育系・文系の九州地区国立大学間連携論文集―」第２巻第２号、②拙稿
（2009b）：日本ハンセン病社会事業史研究（第１報）―1922年のディーン博士の来日とその治療
解放主義の影響の検討―「長崎大学教育学部紀要―教育科学―」第73号，31～42 頁、③拙稿（2010）：
日本ハンセン病社会事業史研究（第２報）―民間の隔離主義運動の成立・展開過程の検討―「長崎
大学教育学部紀要―教育科学―」第74号，1～15頁、などである。
２）隈部紫明・山下博（共著）『福博の人物第一輯』（福岡出版協会）1935年，31頁
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博士を待ちこがれる、効果著しい癩病薬の注射、百人中七八十人全治「九州日日新聞」第12860 
号（1922.11.2），4 面、④癩病の妙薬発見、治って甲種に合格、来朝中のデ博士驚く「長崎新聞」
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10）櫻根孝之進：癩病の初期には効果がある「主婦之友」第10巻第３号，154頁
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